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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】アップルフェノン®とアスコルビン酸の身体疲労における効果を検討した。 
【対象】18人の健常成人（平均年齢39.1±9.1歳、女性９人、男性９人）を対象とした。 
【方法】18人を３群にわけ、無作為化二重盲検プラセボ対照クロスオーバー比較試験を行った。試験薬投与は
カプセルの形状で、１カプセルあたりアップルフェノン®150mg、アスコルビン酸125mg、プラセボとして結晶
セルロースを200mg、１回４カプセルを１日２回、８日間投与した。身体疲労の負荷は自転車エルゴメーターの
負荷量を固定して２時間、２セッション行った。疲労度は負荷30分後と210分後に10秒間できる限り早い回転数
でエルゴメーターを漕いでもらう、10秒間ハイパワーテストで評価した。また、Visual Analogue Scale（VAS）
による主観的疲労感の評価や血圧、心拍数測定、各種血液検査を行った。 
【結果】疲労負荷前の血液検査ではアスコルビン酸投与群ではプラセボ投与群に比べ、血中アスコリビン酸濃
度が高値で、血中分岐鎖アミノ酸（BCAA）が低値であった。負荷前後でのVASの変化は各群で有意差はなかった。
10秒間ハイパワーテストでは30分後と210分後の回転数の変化率がアップルフェノン®群のみで有意に増加し
ていた。 
【結論】アップルフェノン®の投与で身体作業負荷による急性身体疲労の改善が認められたがアスコルビン酸
は改善がなかった。アップルフェノン®は林檎から抽出されるポリフェノール成分で食品の酸化を防ぐ食品添
加物として使用されている。動物実験でも強力な抗酸化作用が示されており、ビタミンＥや抗酸化酵素の消費
を阻害することが分かっている。筋運動はラジカルの産生や他の活性酸素の産生を促進し、身体疲労を誘引す
るといわれている。アップルフェノン®は抗酸化作用を通じて、身体疲労を減少させたと考えられた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 これまで、疲労負荷、評価法が確立されていなかったため、抗疲労物質といわれているものも、その効果を
科学的に検証したものはほとんど無かった。本研究では抗疲労効果があると推定されている抗酸化物質である、
アップルフェノン®および、アスコルビン酸の身体疲労における抗疲労効果を科学的に検証した。 
 18人の健常成人（平均年齢39.1±9.1歳、女性９人、男性９人）を対象とし、無作為化二重盲検プラセボ対
照クロスオーバー比較試験を行った。試験薬投与はカプセルの形状で、アップルフェノン®1200mg、アスコル
ビン酸1000mg、プラセボとして結晶セルロースを1600mg、８日間投与した。身体疲労の負荷は自転車エルゴメ
ーターの負荷量を固定して４時間行った。疲労度は負荷30分後と210分後に10秒間できる限り早い回転数でエル
ゴメーターを漕いでもらう、10秒間ハイパワーテストで評価した。また、Visual Analogue Scale（VAS）によ
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る主観的疲労感の評価や血圧、心拍数測定、各種血液検査を行った。 
 負荷前後でのVASの変化は各群で有意差はなかった。10秒間ハイパワーテストでは30分後と210分後の回転数
の変化率がアップルフェノン®群のみで有意に増加していた。 
 アップルフェノン®の投与で身体作業負荷による急性身体疲労の改善が認められたがアスコルビン酸は改善
がなかった。アップルフェノン®は林檎から抽出されるポリフェノール成分で食品の酸化を防ぐ食品添加物と
して使用されている。動物実験でも強力な抗酸化作用が示されており、ビタミンEや抗酸化酵素の消費を阻害す
ることが分かっている。筋運動はラジカルの産生や他の活性酸素の産生を促進し、身体疲労を誘引するといわ
れている。アップルフェノン®は抗酸化作用を通じて、身体疲労を減少させたと考えられた。 
 本研究は、我々の疲労評価方法が妥当であることを証明し、アップルフェノン®の身体疲労に対する効果を
科学的に検証した。これらの成果は今後の疲労研究に大きく貢献することが予想されるため、博士（医学）の
学位を授与するに値するものと判断された。 
